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開発アドバイザーとして販売２１年の実績。

価格３１０，０００円（税抜き）

◎国産ハチミツ、生ローヤルゼリー、プロポリス原塊、買受致します。

〔仕　様〕
・電源：AC１００V　５０／６０Hz
・最大消費電力：５００W

・外形寸法：H８６０×W７６０×D３６０
・温度設定範囲：１０～６５℃

◆容器を選ばず溶解出来ます。（缶・ビン、ＰＰ容器等）
◆ガス・お湯を使わない為　ビンのラベルはがれ、缶の腐食等
が一切ありません。
◆作業効率アップ（一晩で一斗缶２ケ溶解）
※なるべく低温で溶解し、採ったままのおいしいハチミツを
提供致しましょう。
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TEL 0868-54-3814
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要
旨蜜

蜂
が
、
花
粉
と
共
に
付

着
す
る
微
生
物
（
土
壌
菌
）

を
摂
食
す
る
と
い
う
い
く
つ

か
の
論
文
報
告
が
あ
り
、
そ

の
な
か
で
、
微
生
物
が
付
着

し
な
い
（
無
菌
の
）
花
粉
を

与
え
た
場
合
は
、
蜜
蜂
の
成

長
が
遅
れ
、
活
動
の
停
滞
す

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
微
生
物
群
（
そ
し
て
蜜

蜂
共
生
菌
）
は
、
病
原
菌
や

ウ
イ
ル
ス
を
抑
制
、
排
除
す

る
効
果
も
あ
ら
わ
し
、
こ
の

中
の
あ
る
種
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
不
活
化
す
る
。
蜜
蜂

は
、
蜂
蜜
生
産
や
作
物
花
粉

交
配
等
に
貢
献
す
る
と
共

に
、
こ
の
よ
う
に
有
用
な
微

生
物
も
供
給
し
人
間
を
防
御

し
て
い
る
。

蜜
蜂
は
微
生
物
を
食
べ
る

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ク
・

ア
メ
リ
カ
ン
の
論
文
（
蜜
蜂

は
肉
食
か
？

2
0
1
9
年

8
月
）
は
、
い
く
つ
か
の
研

究（
論
文
）デ
ー
タ
を
引
用
し

て
、
蜜
蜂
が
花
粉
と
と
も
に

微
生
物
を
食
べ
る
こ
と
、
そ

し
て
花
粉
を
滅
菌
水
な
ど
で

洗
浄
し
無
菌
に
し
た
場
合
、

蜜
蜂
の
行
動
力
の
減
衰
と
成

長
遅
延
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
報
告
し
て
い
ま
す
。通
常
、

微
生
物
は
肉
素
材
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
（
花
粉
を
摂
る

な
ど
植
食
動
物
と
さ
れ
て
い

る
）
蜜
蜂
の
意
外
な
食
餌
習

慣
を
強
調
す
る
た
め
に
、
こ

こ
で
は
肉
食
と
表
現
し
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
の
報
告
を
も

と
に
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
で
の

蜜
蜂
の
活
力
減
衰
の
問
題
を

み
る
と
、
閉
鎖
空
間
に
お
け

る
行
動
制
限
等
い
く
つ
か
の

要
因
が
あ
る
な
か
で
、
農
薬

に
よ
る
ハ
ウ
ス
内
の
微
生
物

量
・
数
の
減
少
や
種
組
成
の

悪
化
等
も
そ
の
一
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

世
界
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
病
の
発
生

現
在
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状

態
に
ま
で
被
害
の
拡
大
し
て

い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病

は
、
過
去
に
お
い
て
2
0
0

3
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
、
2
0
1
5
年
（
2

0
1
2
年
と
し
た
報
告
も
あ

り
ま
す
）
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
他
に
も
、
同

じ
（
コ
ロ
ナ
）
ウ
イ
ル
ス
の

豚
流
行
性
下
痢
症（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間

に
は
感
染
し
な
い
養
豚
に
限

定
さ
れ
た
疾
病
で
す
が
、
2

0
1
3
〜
2
0
1
4
年
に
か

け
て
世
界
的
に
発
症
し
、
米

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
国

で
豚
5
0
0
万
頭
以
上
が
斃

死
、
日
本
で
も
40
万
頭
以
上

の
死
亡
被
害
が
生
じ
て
い
ま

す
。

蜜
蜂
優
勢
善
玉
菌
に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
の
不
活
化

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
、
Ｐ
Ｅ
Ｄ
ウ
イ
ル
ス
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
近

縁
関
係
に
あ
っ
て
構
造
が
類

似
し
（
図
1
）
、
そ
し
て
蜜

蜂
優
勢
菌
（
シ
ュ
ウ
ド
モ
ナ

ス
菌
Ｍ
Ｓ
―
1
株
）
は
Ｐ
Ｅ

Ｄ
ウ
イ
ル
ス
を
強
く
阻
害
・

不
活
化
し
ま
し
た
（
図
2
、

国
立
動
物
衛
生
研
究
で
測

定
）
。
本
優
勢
菌
は
、
ウ
イ

ル
ス
の
外
皮
を
分
解
す
る
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
た
め
、
種

の
違
い
や
変
異
に
か
か
わ
ら

ず
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
他
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
ヘ
ル
ペ
ス
、
ノ
ロ
等
の

ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
し
ま
し

た
。
本
菌
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
抑
制
す
る
か
は
研

究
申
請
中
に
あ
っ
て
確
認
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
優
勢
菌

の
上
記
高
対
応
性
の
仕
組
み

に
お
い
て
は
、
そ
の
可
能
性

は
小
さ
く
な
い
と
言
え
ま

す
。

自
然
界
に
お
け
る
非
特
異
的

ウ
イ
ル
ス
不
活
化
作
用

微
生
物
（
特
に
細
菌
群
）

は
、
集
団
的
機
能
に
お
い
て

ウ
イ
ル
ス
を
抑
制
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の

作
用
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
や
種
の
相
違
に
か
か
わ
ら

な
い
、
高
対
応
性
の
、
非
特

異
的
な
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
と

い
う
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス

の
抑
制
・
排
除
プ
ロ
セ
ス
は

自
然
界
で
は
恒
常
的
に
進
行

し
て
お
り
、
例
え
ば
水
中
に

お
い
て
も
数
10
億
粒
子
／
ｍ

Ｌ
の
ウ
イ
ル
ス
が
短
期
間

（
1
〜
3
日
）
で
消
滅
し
ま

す
が
、
こ
の
作
用
に
は
細
菌

群
の
か
か
わ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
（
前
田
、
水

圏
の
環
境
微
生
物
学
、
講
談

社
）。（
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
に

抗
体
を
獲
得
す
る
こ
と
で
抵

抗
手
段
と
な
る
）
ワ
ク
チ
ン

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
他
に

も
、
自
然
界
で
は
生
物
を
守

る
重
要
な
方
法
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
微
生
物
群
集
に
よ

る
ウ
イ
ル
ス
排
除
の
経
路
が

あ
り
、
こ
の
機
能
は
、
ウ
イ

ル
ス
変
異
と
新
規
ワ
ク
チ
ン

の
投
入
と
い
う
悪
循
環
を
超

え
る
内
容
も
示
唆
し
て
い
ま

す
。

腸
内
で
も
ウ
イ
ル
ス
は
抑
制

さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
実
態
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

米
国
と
ア
ジ
ア
地
域
と
で
比

較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
を
除
い

て
、
前
者
に
お
い
て
重
症
化

す
る
人
数
が
よ
り
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
相
違
の
理

由
に
つ
い
て
は
、
医
療
制
度

の
違
い
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
有

無
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
漬
物

と
い
う
異
な
る
食
文
化
も
一

因
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
漬
物
菌
の
ほ
う
が
ヨ
ー

グ
ル
ト
菌
よ
り
も
強
い
抗
菌

力
を
示
す
傾
向
が
あ
る
か
ら

で
す
。

日
本
の
多
種
に
わ
た
る
発

酵
食
品
、
ベ
ト
ナ
ム
の
魚
醤

（
ヌ
ク
マ
ム
）
、
韓
国
の
キ

ム
チ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
テ

ン
ペ
な
ど
、
ア
ジ
ア
地
域
で

は
漬
物
が
多
く
摂
取
さ
れ
、

ド
イ
ツ
で
は
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ

ト
（
キ
ャ
ベ
ツ
を
薄
塩
に
漬

け
自
然
発
酵
さ
せ
た
食
物
）

が
通
常
食
に
な
っ
て
い
ま

す
。
事
実
、
漬
物
に
は
、
発

酵
酵
母
等
と
共
に
土
壌
菌
が

多
く
、
そ
の
抗
菌
力
は
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
主
成
分
で
あ
る
乳

酸
菌
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
よ
り

も
強
力
で
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
は
密
閉
容
器
で
製
造
す

る
た
め
、
雑
菌
の
混
入
が
少

な
い
と
い
う
安
全
上
の
利
点

は
あ
り
ま
す
が
、
効
果
は
限

定
的
で
す
。

腸
内
で
は
、
常
在
菌
（
土

壌
菌
）
が
全
体
の
約
80
％
を

占
め
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ

ら
の
菌
は
、
経
口
摂
取
後
、

胃
の
酸
性
液
中
で
（
弱
り
は

し
て
も
）
生
存
し
て
腸
に
入

り
、
そ
こ
で
は
血
流
が
運
ぶ

酸
素
を
利
用
し
て
増
殖
し
ま

す
。
そ
し
て
、
た
と
え
強
力

な
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
を
保
持

す
る
優
勢
（
善
玉
）
菌
が
存

在
し
な
く
て
も
、
健
全
な
細

菌
集
団
が
構
成
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑

え
る
可
能
性
が
増
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
過
度
の

漬
物
へ
の
期
待
は
避
け
る
と

し
て
も
、
添
加
物
や
保
存
料

等
、
腸
内
細
菌
を
阻
害
す
る

食
べ
物
を
摂
ら
な
い
こ
と

は
、
大
切
な
要
素
の
一
つ
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

（
前
田
昌
調
、
宮
崎
大
学
名

誉
教
授
、
バ
イ
オ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
株
）
代
表
）

図1．コロナウイルスの電子顕微鏡写真

蜜蜜
蜂蜂
共共
生生
菌菌
とと
ウウ
イイ
ルル
スス

図2．蜜蜂優勢菌（ＭＳ―1株）による豚流行性コロ
ナウイルスの不活化

Ａ：ウイルスのみの実験区
（ウイルスが増殖している）

Ｂ：ウイルスに蜜蜂優勢菌の培養液上清を添加
（ウイルスの増殖が大幅に抑制されている）

（第三種郵便物認可） 第659号日 蜂 通 信（4） 2020年6月25日


